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キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
普
及
さ
せ
る
た

め
の
県
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

Ａ　

多
く
の
消
費
者
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
店
舗
に
複
数
の
決
済
手
段
の
導
入

を
促
す
こ
と
が
重
要
だ
が
、
店
舗
側
が

自
分
の
店
舗
に
適
し
た
も
の
を
選
択
す

る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。

こ
の
た
め
、
商
工
会
議
所
な
ど
の
経
営

指
導
員
が
各
店
舗
に
説
明
し
、
県
も
専

門
家
を
商
工
会
議
所
な
ど
に
派
遣
し
て

そ
の
活
動
を
支
え
る
こ
と
に
よ
り
、
県

内
中
小
企
業
に
同
決
済
の
導
入
を
促
し

て
い
く
。

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
で

の
交
通
安
全
確
保
の

充
実
に
つ
い
て
。

Ａ　

各
学
校
で
は
、
地
域
や
保
護
者
と

連
携
し
て
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を
含
む
通

学
路
の
安
全
点
検
を
行
い
、
点
検
結
果

を
踏
ま
え
て
危
険
箇
所
へ
の
措
置
を
警

察
や
道
路
管
理
者
等
へ
働
き
掛
け
て
い

る
。
最
近
、
県
内
外
で
子
ど
も
を
巻
き

込
む
痛
ま
し
い
事
故
が
多
発
し
て
い

る
。県
教
育
委
員
会
は
今
後
よ
り
一
層
、

各
学
校
が
教
育
委
員
会
等
と
連
携
し
て

警
察
や
道
路
管
理
者
等
へ
安
全
確
保
の

取
り
組
み
を
積
極
的
に
働
き
掛
け
る
よ

う
指
導
し
て
い
く
。筑

前
海
の
漁
業
経
営

の
安
定
と
魚
食
推
進

の
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

Ａ　

農
林
水
産
振
興
基
本
計
画
に
即

し
、
漁
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、

種
苗
（
稚
魚
）
の
生
産
経
費
の
助
成
、

運
搬
船
の
共
同
運
搬
方
式
の
指
導
に
よ

る
年
間
燃
油
使
用
量
の
削
減
、
サ
ワ
ラ

の
鮮
度
保
持
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
よ

る
販
売
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
魚
食
推
進
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

か
ら
筑
前
海
な
ど
の
周
辺
地
域
の
中
学

校
25
校
を
モ
デ
ル
校
に
選
定
、
授
業
で

「
お
さ
か
な
講
座
」
や
調
理
指
導
を
行

う
こ
と
で
魚
や
漁
業
へ
の
関
心
を
高
め

て
も
ら
う
。

本
県
の
経
済
振
興
に

関
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
へ
の
取
り
組
み

と
今
後
の
支
援
に
つ

い
て
。

Ａ　

フ
ク
オ
カ
ベ
ン
チ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
策
定

な
ど
に
よ
り
、
バ
イ
オ
分
野
で
は
難
病

の
治
療
薬
に
関
す
る
独
自
技
術
を
持
つ

企
業
な
ど
２
２
５
社
、
半
導
体
分
野
で

は
次
世
代
Ｉ
ｏ
Ｔ
無
線
通
信
技
術
の
企

業
な
ど
２
５
５
社
が
県
内
に
集
積
。
本

年
度
か
ら
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
優
れ

た
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
「
福
岡
県

Ｉ
ｏ
Ｔ
認
定
制
度
」
を
創
設
、
本
県
発

の
技
術
に
よ
る
新
製
品
の
販
売
拡
大
を

支
援
し
て
い
き
た
い
。

教
員
採
用
試
験
に
お

い
て
、
優
秀
な
実
績

を
有
す
る
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
の
１
次
、
２

次
試
験
を
免
除
し
、
３
次
の
個
人
面
接

等
の
み
実
施
す
る
よ
う
な
特
例
措
置
を

導
入
し
た
方
が
競
技
人
口
の
拡
大
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
す
る
の
で
は
な

い
か
。

Ａ　

本
県
は
国
際
大
会
等
で
活
躍
し
た

受
験
者
の
１
次
試
験
の
実
技
を
免
除
し

て
い
る
。
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
県
立

高
校
教
員
へ
の
採
用
は
、
実
技
指
導
の

み
な
ら
ず
好
ま
し
い
教
育
的
影
響
も
期

待
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
の
特
例
措
置
の

成
果
を
検
証
し
、
改
善
方
策
を
検
討
し

て
い
く
。

国
道
３
２
２
号
香
春

大
任
バ
イ
パ
ス
の
今

後
の
整
備
方
針
に
つ

い
て
。

Ａ　

嘉
麻
市
と
朝
倉
市
の
間
に
あ
る
八

丁
峠
で
、
八
丁
峠
道
路
と
千せ

ん

手ず

バ
イ
パ

ス
事
業
の
年
度
内
の
完
成
を
予
定
し
て

い
る
。嘉
麻
市
内
の
嘉
麻
バ
イ
パ
ス
も
、

早
期
の
完
成
を
目
指
し
て
鋭
意
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
香
春
大
任
バ
イ
パ

ス
の
暫
定
２
車
線
事
業
な
ど
、
関
連
事

業
が
完
成
す
る
と
国
道
３
２
２
号
の
交

通
量
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
暫
定
２
車
線
供
用
後
、
そ
の
４
車

線
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

動
物
虐
待
は
凶
悪
犯

罪
の
前
兆
と
も
言
わ

れ
、
そ
の
防
止
は
犯

罪
の
芽
を
未
然
に
摘

む
絶
好
の
機
会
に
な
る
。
動
物
愛
護
管

理
法
の
改
正
で
罰
則
が
強
化
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
よ
り
一
層
の
普
及
啓
発
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

Ａ　

市
町
村
や
獣
医
師
会
等
関
係
団
体

と
連
携
し
た
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
警

察
と
の
連
携
に
加
え
、「
動
物
虐
待
は

犯
罪
で
あ
り
、
許
さ
な
い
」
旨
の
チ
ラ

シ
を
作
成
し
て
広
く
配
布
す
る
。
併
せ

て
、
県
の
広
報
媒
体
を
よ
り
積
極
的
に

活
用
し
、
県
民
へ
の
普
及
啓
発
の
強
化

を
図
り
、
動
物
虐
待
防
止
に
努
め
る
。

今
後
の
福
岡
空
港
の

発
展
や
空
港
周
辺
地

域
対
策
に
つ
い
て
。

Ａ　

福
岡
空
港
は
、
ア
ジ
ア
の
拠
点
空

港
と
し
て
の
発
展
を
目
指
し
、
国
の
平

行
誘
導
路
二
重
化
事
業
な
ど
を
着
実
に

進
め
る
と
と
も
に
、
空
港
を
運
営
す
る

「
福
岡
国
際
空
港
株
式
会
社
」
が
民
間

企
業
と
し
て
の
経
営
能
力
を
発
揮
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
空

港
の
発
展
に
は
空
港
周
辺
地
域
対
策
が

重
要
で
あ
り
、
県
は
同
社
の
周
辺
対
策

事
業
に
必
要
な
支
援
を
行
い
、
出
資
者

と
し
て
監
督
や
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
し
っ

か
り
果
た
し
て
い
く
。

水
産
物
直
売
所
な
ど

へ
の
支
援
と
現
状
に

つ
い
て
。

Ａ　

直
売
所
や
朝
市
・
夕
市
は
消
費
者

に
は
新
鮮
な
魚
を
購
入
で
き
、
漁
業
者

に
は
ふ
ぞ
ろ
い
な
魚
な
ど
を
出
荷
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
県
は
直
売
所
な

ど
の
施
設
整
備
や
イ
ベ
ン
ト
に
か
か
る

広
報
費
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。現
在
、

漁
協
な
ど
が
開
設
し
て
い
る
直
売
所
は

全
県
下
で
19
カ
所
、
朝
市
・
夕
市
は
13

カ
所
。
出
荷
し
て
い
る
漁
業
者
の
割
合

は
17
％
で
、
全
国
平
均
２
・
５
％
を
大

き
く
上
回
り
重
要
な
販
路
の
一
つ
に
な

っ
て
い
る
。

森
林
経
営
管
理
制
度

の
円
滑
な
運
用
に
お

け
る
市
町
村
へ
の
支

援
に
つ
い
て
。

Ａ　

新
制
度
で
は
、
経
営
が
不
十
分
な

森
林
を
市
町
村
を
介
し
て
意
欲
と
能
力

の
あ
る
林
業
経
営
者
に
集
約
化
し
、
集

約
で
き
な
い
森
林
は
市
町
村
自
ら
管
理

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

林
務
行
政
に
通
じ
た
職
員
が
少
な
い
な

ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
県
は
、
市
町

村
職
員
に
対
す
る
森
林
の
管
理
方
法
な

ど
の
研
修
会
、
森
林
の
集
約
状
況
な
ど

の
デ
ー
タ
を
地
図
情
報
と
し
て
一
括
管

理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

「
１
０
０
年
グ
ッ
ド

ラ
イ
フ
福
岡
県
」
推

進
の
２
本
柱
（「
健

康
づ
く
り
県
民
運

動
」、「
ス
ポ
ー
ツ
立
県
福
岡
」）
に
生

涯
学
習
を
加
え
３
本
柱
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ａ　

施
策
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
う

え
で
生
涯
学
習
は
重
要
で
あ
る
。
市
町

村
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
多
様
な
主
体
が
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
と
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
生
涯

学
習
の
場
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
生
涯
学
習
情
報
を
広
く
収
集
・
提

供
し
、
市
町
村
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
実
施
す
る

実
践
的
な
生
涯
学
習
事
業
を
支
援
し
て

い
く
。
ま
た
、
庁
内
関
係
部
局
が
し
っ

か
り
連
携
し
て
成
果
を
上
げ
て
い
き
た

い
。

※
１
０
０
年
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
福
岡
県
：
人
生

１
０
０
年
時
代
に
向
け
て
誰
も
が
い
き
い
き

と
活
躍
し
健
康
で
充
実
し
た
人
生
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
施
策
。

田
川
地
域
の
現
状
認

識
と
振
興
に
取
り
組

む
決
意
に
つ
い
て
。

Ａ　

田
川
地
域
は
高
齢
化
、
人
口
減
少

が
他
の
地
域
よ
り
進
み
、「
一
人
当
た

り
市
町
村
民
所
得
」
は
福
岡
市
圏
域
の

３
分
の
２
の
水
準
と
、
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
一
方
で
、
豊
か
な
歴
史
、
自
然
・

文
化
・
伝
統
を
有
し
、
お
い
し
い
米
や

野
菜
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
昨
年
、
九
州
オ
ル
レ

「
筑
豊
・
香
春
コ
ー
ス
」
な
ど
の
新
た

な
観
光
資
源
が
加
わ
っ
た
。
地
域
の
皆

さ
ま
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
浮
揚
と
発

展
に
一
層
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

九
州
北
部
豪
雨
被
災

者
へ
の
仮
設
住
宅
の

期
間
延
長
を
国
が
認

め
な
い
な
ら
ば
、
県

独
自
の
施
策
と
し
て
期
間
延
長
を
決
断

す
べ
き
で
は
。

Ａ　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
、
災
害

時
の
借
入
金
の
利
子
補
給
な
ど
の
支
援

策
の
活
用
に
よ
り
、
本
年
５
月
22
日
現

在
、
約
92
％
の
世
帯
は
住
宅
再
建
が
進

ん
で
い
る
。
朝
倉
市
と
一
緒
に
な
っ
て

今
の
支
援
策
を
最
大
限
活
用
し
、
再
建

の
道
筋
が
つ
く
よ
う
一
生
懸
命
や
っ
て

い
く
。
一
方
で
、
既
に
再
建
さ
れ
た
方

と
の
公
平
性
も
踏
ま
え
、
朝
倉
市
と
協

議
し
な
が
ら
今
後
の
対
応
を
総
合
的
に

判
断
す
る
。

高
齢
者
に
よ
る
運
転

操
作
ミ
ス
の
事
故
を

減
ら
す
た
め
の
安
全

技
術
装
備
車
の
購
入

時
や
後
付
け
安
全
装
置
設
置
時
の
助
成

に
つ
い
て
。

Ａ　

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
や
性
能

を
持
つ
事
故
防
止
装
置
が
開
発
・
販
売

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
性
能
を
ど
う
評
価

す
る
か
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
国
は
今

月
18
日
の
関
係
閣
僚
会
議
で
、
事
故
防

止
装
置
の
性
能
認
定
制
度
や
普
及
方
策

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
た
。
県

は
事
故
防
止
装
置
の
助
成
制
度
に
つ
い

て
、
ま
ず
は
国
の
動
き
を
注
視
し
、
そ

の
上
で
対
応
を
検
討
す
る
。

「
政
治
分
野
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
施
行
後
、
立
候

補
に
あ
た
り
離
職
す
る
際
の
保
育
所
や

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
継
続
入
所
に
係

る
相
談
等
に
つ
い
て
。

Ａ　

保
育
所
に
つ
い
て
は
市
町
村
に
相

談
が
２
件
あ
り
、
い
ず
れ
も
継
続
入
所

と
な
っ
た
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
相

談
事
例
は
な
か
っ
た
。
立
候
補
に
あ
た

り
離
職
し
た
場
合
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
取
り
扱
い
は
47
市
町
が
個
別
に
判

断
し
、
12
市
町
村
は
利
用
要
件
に
該
当

し
な
い
た
め
受
け
入
れ
継
続
は
難
し
い

と
し
て
い
る
。

国
が
運
用
を
開
始
し

た
「
水
害
・
土
砂
災

害
警
戒
レ
ベ
ル
」（
第

８
面
参
照
）
の
有
効

性
や
周
知
の
方
策
に
つ
い
て
。

Ａ　

レ
ベ
ル
３
で「
高
齢
者
等
は
避
難
」、

レ
ベ
ル
４
で
「
全
員
避
難
」
と
い
う
よ

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

※

（

　）は
選
挙
区
を
記
載

自
民
党
県
議
団

片岡 誠二
（中間市）

松尾 嘉三
（春日市）

平井 一三
（筑紫野市）

𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
（古賀市）

大島 道人
（田川郡）

野原 隆士
（福岡市西区）

井上 博行
（福岡市博多区）

笠　 和彦
（福岡市中央区）

江頭 祥一
（嘉麻市）

佐々木 允
（田川市）

井上 正文
（宗像市）

中嶋 玲子
（朝倉市・朝倉郡）

大橋 克己
（大牟田市）

民
主
県
政
県
議
団

後藤 香織
（福岡市早良区）

塩川 秀敏
（宮若市・鞍手郡）

山本 耕一
（北九州市若松区）


